
  

  

  

 

 

春の光に包まれ、川東中学校の新しい一年が始まりました。校庭の桜も、生徒たちの門出を祝

うように美しく咲き誇っていました。 

 ４月７日に行われた始業式・入学式では、新任校長として生徒に次のような話をしました。 

これから始まる中学校生活には、新しい出会い、学び、そして多くの挑戦が待っています。そ

の中で、私から皆さんに伝えたい言葉があります。 

家族、地域、そしてこれから出会うであろう、たくさんの人たち。人は集団の中で支え合いな

がら暮らしています。学校は、集団の中で他者と協力しながら生きていく力を育てる場所です。  

だからこそ、まず大切にしてほしいのは、 です。一生懸命に生きている自分を、自分

で否定したり、傷つけたりしないでください。自分の良さや頑張りをかき消さないよう、自分の

言動に責任を持ちましょう。 

自分を大切にすることは、まわりの人を大切にすることにもつながります。 

。 

例えば、ガラスのコップは落とすと割れてしまいます。だか

ら私たちは、丁寧に扱います。人の心や気持ちのように目に見

えないものは、壊れても気づきにくいものです。だからこそ、

目に見えるものより丁寧に扱わなければなりません。 

そのために大切なのが、 です。 

自分の思いを言葉にすること。相手の話に耳を傾けること。 

その小さな積み重ねが、安心できる関係や、自分の居場所をつくっていきます。 

                （0407 始業式・校長の話、入学式・校長式辞より抜粋） 

教職員には、「『自分を大切にする』生活に努め、生徒の一番身近な大人として、職務に専念す

るように」と、年度始めの職員会議で話をしました。 
 

川東中学校の良さは、温かくて落ち着いた学校風土にあります。今年度も、この雰囲気を大切に

しながら、「生徒一人ひとりが自分を大切にし、自分の周りの人を大切にしながら、集団生活の中

で生き抜く力を育んでいける」よう、教職員一同、全力で支えます。 
 

 保護者・地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、心より感謝申

し上げます。今年度も「地域と共に育てる」学校づくりに邁進しますので、御理解と御協力を賜り

ますよう、お願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔教職員〕 

〔民生委員･児童委員〕 

〔関係諸団体〕 

〔教職員〕 

〔育成協〕 

〔教職員〕 

〔ＰＴＡ〕 
〔後援会〕 

本校では、子どもたち一人ひとりが安心して学び、心も体もすこやかに成長できる環境づくりを大切にしています。 私たちが目指すのは、「心豊かで たくましく 進んで学ぶ生徒」の育成です。その思い

を、「桜の木」に重ね、本校の教育目標や子どもたちの育てたい力、取り組みの方向性を１枚の図（グランドデザイン）にまとめてみました。 
 

太陽（＝教育目標）に向かって桜の木（＝生徒）が成長し、「豊かな心」「健やかな体」「確かな学力」という３つの花（＝力）を咲かせて（＝身に付けて）いくことを願っています。花が咲くためには、

あたたかな土（地域・家庭）、支える風（教職員）、そして希望の光（教育目標）が必要です。校では、こうした多くの支えの中で、子どもたちがのびのびと育ち、自分らしい花を咲かせていけるよう力を尽

くしていきます。また、桜の木を健やかに育てていくために、「安心・安全」「関わり・つながり」「重点化」「地域とともに」という４つの視点を教職員は大切にしていきます。 

 このグランドデザインは、昨年度までの取り組みを基にしながら、今年度の思いや方向性を重ね合わせて作成しました。これまで川中

生を支えてきてくださった方々の歩みに感謝しつつ、新たな１年を地域・保護者の皆さまとともに進んでいけたらと願っています。 

私たち人間は、日々の他者との関わりの中で、成長し続けま

す。自分の良さや友だちの良さを見つけながら、互いに協力し

合い、助け合う姿をたくさん経験してほしいと願っています。 

 私たちは、子どもの頑張りを「褒める・認める・聴く」こと

を大切にし、生徒一人ひとりが自分の存在に自信が持てるよう

支援します。 

子どもたちが「ここなら大丈夫」「やってみよう」と思える

学校でありたいと考えています。失敗をおそれず挑戦できる環

境を整えることで、主体的に学び・行動する力が育ちます。 

 そのために、教職員は日々の声かけや関係づくり、安全管理

に力を注ぎながら、心の安心も保障できる環境づくりに取り組

みます。 

学校生活の時間は限られています。その中で「本当に必要な

こと」に集中し、効率よく、丁寧な指導を行うことを心がけま

す。子どもたち一人ひとりのつまずきや理解に寄り添い、分か

った！できた！という実感が得られる授業を目指します。 

そして、教職員自身も時間の使い方を見直し、教育の質を高

めていくよう努めます。 

川東地区には、あたたかく子どもたちを見守り、育ててくだ

さる地域の力があります。地域行事や体験活動、キャリア学習

など、学校の中だけでは得られない貴重な学びがここにはあり

ます。 

 私たちは、地域や保護者の皆様と共に、10 年後、20 年後の世

の中を支える、頼もしい未来の大人を育てます。 



 

 

 

担当 氏名 教科 部活動 ＰＴＡ 

校 長 佐藤 典人    

教 頭 鈴木 隆士 数学  地区委員 

事務主幹 新保 房代   会計監査 

教務主任 八木 信己 社会  事務局 

1 学年主任・担任 霜越 日和 国語 家庭 バスケットボール部 １学年委員 

1 学年副任 梁取 和輝 理科 バスケットボール部 健康生活 

2 学年主任・担任 西山 浩太朗 数学 卓球部 ２学年委員 

3 学年主任 長野 博十 英語 卓球部 ３学年委員 

3 学年担任 大塚 雅史 保体 技術 バレーボール部 健康生活 

3 学年副任 田邉 武志 
 

理科 数学 技術 バレーボール部 会計監査 

3 組担任・2 学年副任 遠藤 真美 音楽 家庭  生活指導 

養護教諭 渡辺 麻希    

兼務職員 坂爪 富吉 美術   

管理員 山田  宏    

適応学級指導員 佐藤 直樹    

学習指導補助員 齋藤 夕貴    

介助員 淺井 早織    

A L T ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｱﾘｴﾙ･ｳﾞｫﾝ    

心の教室相談員 藤澤 容子    

スクールカウンセラー 渡辺 正人    

派遣司書 齋藤 修子    

学校運営協議会推進委員 斎藤 直子    

※ アンダーラインは、新任職員です 

 

今年度、新任校長として川東中学校に参りました佐藤典人（さとうのりと）と申します。前任

の佐藤昌樹校長から引き継ぎ、今年度も学校だよりは校長が作成し、毎月お届けします。 

全校生徒に配付するほか、町内会長様からご足労いただき、町内回覧をしていただきます。担

当生徒の協力により、各町内会長様のご自宅まで生徒が持参しますが、生徒不在の地域は郵送に

てお届けさせていただきます。また、広く皆様からご覧いただけるよう、学校のホームページ（

現在、修正中）にもアップするため、記事には生徒の個人名や個人が特定されるような写真は掲

載いたしません。ご了承ください。 

川中生の学校生活の様子をできる限り保護者・地域の皆様にもお伝えしてい

きたいと考えております。学校での様子が少しでも皆様に伝わることで、家庭

や地域での話題の１つとなったり、生徒の成長の一助につながったりすること

があれば幸いです。 

学校だよりをご覧いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。 

今年度は７名の転入職員を加えた、総勢 22 名

のスタッフで、川東中の生徒を支えます 。 

火曜来校 

水曜来校 

木曜来校 

金曜来校 


